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迫力満点！みんなで盛り上げよう！国体・フェンシング競技
　北京・ロンドン五輪銀メダリストの太田雄貴さんをゲストに迎えて3月9日、「みんなで教えてもらおう！太田雄貴さんに
聞くフェンシングの魅力」が開催されました。太田さんは会場に集まった市民約200人にフェンシングの魅力や歴史、ルール
について、大学生選手の試技とともに分かりやすく解説してくれました。エキシビジョンマッチでは、剣さばきのスピード
や剣がぶつかり合う金属音の迫力に、訪れた市民から驚きの声が上がっていました。

北京・ロンドン五輪銀メダリスト
日本フェンシング協会会長
太田 雄貴さん



今年度の児童・生徒園児数４月に入り、学校も新年度がスタートします。
子どもたちの安心・安全な登下校のため、地域の皆さまの見守りをよろしくお願いします。

平成31年度の学校・園数と児童・生徒・園児数（予定）は次のとおりです。
〈小学校〉８校、児童数699名　〈中学校〉５校、生徒数424名　〈幼稚園〉１園、園児数45名

※主な予算を抜粋して掲示しています。詳細は市ＨＰをご覧ください。https://www.city.toba.mie.jp/zaimu/yosan.html

平成31年度の教育予算の概要をお知らせします
　新年度を迎え、教育委員会事務局の各課の業務内容と共に、平成31年度の主な事業や取り組みについて
ご紹介します。

平成31年度　一般会計予算　総額11,387,000千円

うち 教育予算 総額 753,600千円

総務課
業務概要　教育委員会の開催や事務局内の人事など事務局の総務に関する事務や市内教育機関の施設整備や管理を
担当しています。

主な事業
学校備品の購入など　5,281千円
　児童生徒等の学習環境の充実を目指し、学校備品を
購入します。また、小中学校における教職員の業務の
効率化を図るため、校務用パソコンを購入します。

スクールバス等の運行委託　14,680千円
　鳥羽東中学校、鳥羽小学校、弘道小学校、かもめ幼
稚園において、遠距離通学を行う児童・生徒が安全・
安心して通学できるようスクールバス等を運行します。

教育委員会運営管理事業　2,677千円
　教育委員会を開催し、教育行政における重要事項や
基本方針を決定します。また、「教育委員会だより」を発
行し、本市の教育に関する取り組みを広く市民に周知
します。

学校施設等の改修・修繕など　15,500千円
　「安全・安心・快適」をテーマに市内の小中学校、幼
稚園の施設、設備の改修や修繕を行い、より安全で快
適な学習環境の維持に努めていきます。

学校教育課
業務概要　市立小学校、中学校、幼稚園の教育、就学
や学校給食、教職員の人事管理など学校運営に関する
事務を担当しています。

主な事業
英語検定チャレンジ事業　718千円
　鳥羽の将来を担うこどもたちの国際的なコミュニ
ケーション力を育成するため、英語検定受検を通して
英語に慣れ親しみ、意欲・関心を高めます。小学６年
生、中学１～２年生が全額公費負担で受検できます。

学校給食運営事業　84,957千円
　学校給食の円滑な実施が図れるよう、施設設備の改
修を行うとともに、鳥羽でとれる新鮮な食材を活用し、
食を通して郷土愛を育む「鳥羽が好きふるさと給食」を
実施します。

学校図書整備事業　4,436千円
　小中学校の図書館に司書資格を有する方を派遣し、
図書館の環境整備を行うとともに、学校図書館を活用
した授業を推進し、読書活動の充実を図ります。

高校生修学支援事業　6,986千円
　教育における経済的負担の軽減や子育て支援等を目
的に、高校生の通学費等を補助します。また、鳥羽高
校支援の取組として、同高に通学する生徒の補助率を
引き上げます。

生涯学習課
業務概要　学校教育を除く教育全般および芸術文化の
振興、文化財の関する事務や、体育施設の管理及び運
営などスポーツ振興に関する事務を担当しています。

主な事業
人材育成講座「地球塾」事業　954千円
　平成30年度から小学4～ 6年生に配布した鳥羽歴
史学習本「とばっこ探偵団」を活用し、出前講座やと
ばっこ検定など鳥羽ならではの郷土学習を行い、郷土
愛の醸成を目指します。

図書館運営事業　37,741千円
　第２次鳥羽市子ども読書活動推進計画に基づき、読書
に親しむ機会づくりを提供するとともに、図書館の環境
整備充実により、利用者サービスの向上に努めます。

文化財調査事業　3,830千円
　三重大学の海女研究センターに海女漁村の景観分析
調査を委託し、海女が暮らす漁村の特徴を学術的に調
査することで海女や海女漁村の文化のＰＲにつなげま
す。

国民体育大会準備事業　4,571千円
　三重とこわか国体鳥羽市実行委員会において、本市
で開催するフェンシング競技の普及事業や、競技会場
の配置計画等の作成に向けた準備を行い、鳥羽ならで
はの大会を目指します。



登下校の見守りにご協力を ４月に入り、学校も新年度がスタートします。
子どもたちの安心・安全な登下校のため、地域の皆さまの見守りをよろしくお願いします。

　

一
般
的
に
教
育
の
定
義
と
は
、「
教

え
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、
人
間
を
望

ま
し
い
状
態
に
さ
せ
る
た
め
に
、
心

と
体
の
両
面
に
意
図
的
に
働
き
か
け

る
こ
と
で
あ
る
。
教
育
を
受
け
る
人

の
知
識
を
増
や
し
た
り
、
技
能
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
り
、
人
間
性
を
養
っ

た
り
し
つ
つ
、
そ
の
人
が
持
つ
能
力

を
引
き
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
専
門
分
野
で
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
幼
少

期
か
ら
習
い
事
を
始
め
る
ケ
ー
ス
も

多
く
、
そ
の
き
っ
か
け
は
親
の
勧
め

と
い
う
の
が
大
半
だ
と
思
い
ま
す
。

親
は
子
ど
も
の
将
来
を
考
え
、
立
派

に
育
つ
こ
と
を
願
い
、
教
育
に
熱
心

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
自

身
は
ど
う
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
が
自
発
的
に
選
ん
だ
ス

テ
ー
ジ
で
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

自
立
心
が
育
ち
、
自
分
の
将
来
像
を

描
き
、
そ
こ
で
悔
し
さ
や
嬉
し
さ
を

感
じ
、
人
の
事
を
考
え
、
向
上
心
を

も
っ
て
取
り
組
む
。
こ
の
理
想
的
な

ケ
ー
ス
な
ら
子
ど
も
は
大
き
な
伸
び

し
ろ
を
見
せ
、
学
ん
だ
こ
と
を
自

分
の
財
産
と
し
、
立
派
に
成
長
す
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、「
親
が
う
る

さ
い
か
ら
や
る
」「
親
が
喜
ぶ
か
ら
や

る
」、
こ
れ
で
は
自
立
心
は
育
た
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
は
、
ス
テ
ー
ジ
を
勧

め
、
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

目
線
を
持
ち
合
わ
せ
、
子
ど
も
の
心

境
に
敏
感
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

親
に
は
確
か
な
熱
意
と
愛
が
あ
り
、

指
導
者
に
は
確
か
な
教
育
の
技
術
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
に
は
見

守
る
優
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
、
役
割
を
持
ち
、
み
ん
な

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る「
共
育
」が
、

子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
環
境
を
作
り

出
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
、
将
来
素

敵
な
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
な
っ

て
ほ
し
い
」と
願
っ
て
い
ま
す
。

中
なかむら

村 和
かずひさ

久さん
平成30年12月に教育委員
に就任。答志町在住。家
業の傍ら、県外の中学生
を対象に、寝屋子制度な
ど答志島の風習、風土を
活かした「体験学習」の受
け入れに尽力。現在はス
ポーツをテーマとしたフ
リーペーパーの発行など
も行う。答志中学校ソフ
トボール部外部指導員。

「
教
育
＝
共
育
」

チーム鳥羽
そこが聞きたい

第15 回

市民みんなで力を合わせ、鳥羽の教育を高めていきましょう。さまざまな分野の方にその熱い
思いを語っていただきます。今回は、新教育委員の登場です。さぁどうぞ！

　

県
庁
前
か
ら
三
重
交
通
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
の
杜

伊
勢
（
県
営
総
合
競
技
場
）
ま
で
の
10
区
間

４
２
・
１
９
５
㎞
を
コ
ー
ス
に
、
市
町
対
抗
で
行

わ
れ
る
「
第
12
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」

が
２
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
代
表
チ
ー
ム
も
沿
道
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
２
時
間
34
分
59
秒
の

タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
目
標
と
し
て
い

た
２
時
間
30
分
の
壁
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
選
手
・

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん

だ
結
果
が
完
走
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

選手・スタッフのみなさん、お疲れさまでした

第
12
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

�

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
完
走

�

～
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

監　督 山下 幸也（安楽島小学校）

コーチ 松本 聖（安楽島小学校）

スタッフ

松本 明彦
（市陸上競技協会）

田中 次尚
（市陸上競技協会）

中山 祐樹
（有限会社中山建築）

岩橋 育美
（市スポーツ

　推進委員協議会）

亀川 裕矢
（長岡中学校）

1区 小学生女子
（1.28km）

藤原 梨瑚
（神島小学校）

小久保 伊織
（神島小学校）

2区 小学生男子
（1.85km）

小久保 圭晧
（安楽島小学校）

山本 遥久
（安楽島小学校）

3区 中学生女子
（3.83km）

藤原 亜瑚
（神島中学校）

4区 中学生男子
（5.58km）

小久保 凱生
（皇學館中学校）

5区 40歳以上
（4.60km）

中村 正仁
（株式会社ヤマモリ）

松川 亮
（鳥羽市役所）

6区 ジュニア男子
（6.36km）

小久保 圭悟
（宇治山田高校）

7区 一般女子
（2.89km）

右江 里菜
（鳥羽東中学校）

濱口 香絵
（伊勢赤十字病院）

8区 20歳以上女子
（3.43km）

田中 葵
（鳥羽市役所）

齋藤　萌
（紀北町立西小学校）

9区 ジュニア女子
（5.45km）

岩瀬 映伊美
（皇學館大學）

野嶋 瑞葉
（皇學館高校）

10区 20歳以上男子
（6.925km）

尾嵜 広樹
（鳥羽市役所）

松本 聖
（安楽島小学校）

第12回大会　鳥羽市選手及びスタッフ



鳥羽市教育委員会総務課　☎ 0599－25－1262　 FAX 0599－25－1263　 kyouiku-soumu@city.toba.lg.jp

ご意見ご要望をお寄せ下さい

がんばる子どもたち
　

長
岡
中
学
校
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
、「
心
と
身
体
を
鍛
え

る
」を
目
標
に
、
体
づ
く
り
活
動
・
文
化
的
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
三
つ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
夏
休
み
に
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り
で
、
七
夕
や
敬
老
の
日
に
は
、
学
校
前
の
高
齢
者
施

設
で
福
祉
体
験
を
す
る
ほ
か
、
３
年
前
か
ら
地
域
の
方
と
一
緒

に
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
や
「
石
神
さ
ん
マ
ラ
ソ
ン
・
ス
タ
ッ
フ
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る「
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
実
際
に
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
地
域

の
方
に
お
話
を
伺
い
、
地
域
の
魅
力
や
ガ
イ
ド
の
仕
方
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
り
、
自
分
達
で
工
夫
し
た
り
し
て
準
備
を
し
て

臨
み
ま
し
た
。
初
め
て
会
っ
た
方
に
自
分
か
ら
声
を
掛
け
る
の

で
ひ
ど
く
緊
張
し
ま
し
た
が
、
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
元

気
よ
く
ガ
イ
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
の
思
い
に
触
れ
、
地
域
を
再
発
見
し
、「
で
き
る
こ

と
」を
考
え
実
行
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。
元
気
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
に
は
体
力
づ
く
り

が
重
要
で
、
文
化
的

な
活
動
で
行
っ
て
い

る
ク
ラ
フ
ト
作
業

は
、
道
路
脇
に
植
え

た
花
を
観
る
人
の
気

持
ち
を
思
う
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
地
味
な
活
動

で
は
あ
り
ま
す
が
、

中
学
生
ら
し
く
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
見

か
け
た
ら
、
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

◎「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」と
は 

　

森
林
に
は
、
き
れ
い
な
水
を
貯
え
る
機
能
や
地
球
温

暖
化
の
防
止
、
県
土
の
保
全
、
癒
し
や
健
康
増
進
な
ど
、

私
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
山
村
地
域
の
過
疎
化
や
林
業
の
不
振
な
ど

に
よ
り
手
入
れ
が
不
足
し
た
荒
廃
森
林
が
増
え
て
い
ま

す
。
異
常
気
象
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ

る
と
、
自
然
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
県
で
は
、「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」と「
県

民
全
体
で
森
林
を
支
え
る
社
会
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
、「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」を
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
導
入
し
ま
し
た
。

◎
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
市
町
交
付
金
事
業

　
「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」と「
県
民
全
体
で
森
林
を

支
え
る
社
会
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と
い
う
「
み
え
森
と

緑
の
県
民
税
」の
趣
旨
に
則
っ
て
、
市
町
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
創
意
工
夫
し
た
森
林
づ
く
り
の
施
策
に
つ
い

て
は
、「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」を
活
用
し
て
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
小
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
が
安
全
・

安
心
・
快
適
に
通
学
及
び
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

安
楽
島
小
学
校
、
鳥
羽
東
中
学
校
、
加
茂
中
学
校
、
長

岡
中
学
校
の
敷
地
内
に
あ
り
、通
学
や
学
校
生
活
、ま
た
、

学
校
周
辺
の
住
宅
に
対
し
て
、
倒
木
、
枝
折
れ
な
ど
の

危
険
性
の
あ
る
樹
木
の
伐
採
・
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
と
の
関
わ
り
が
や
り
が
い
に

 

長
岡
中
学
校
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

学
校
敷
地
内
の
危
険
木
の
伐
採
・
剪
定
を
行
い
ま
し
た

　

～「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」を
活
用
し
た

�

安
全
・
安
心
・
快
適
な
学
習
環
境
づ
く
り
～　

安
楽
島
小
学
校

鳥
羽
東
中
学
校

加
茂
中
学
校

長
岡
中
学
校


